
 

１ 場  所  〒134－0084 東京都江戸川区東葛西 6－3－1 
２ アクセス  東京メトロ東西線 葛西駅高架下 
３ 開館時間  10時～17時(入館は 16時 30分まで) 
４ 休 館 日  毎週月曜日(祝日・振替休日となる場合はその翌日) 

年末年始 12月 30日～1月 3日  
５ 入 館 料  おとな 210円 こども 100円（満 4歳以上中学生まで） 
６ 電  話  03－3878－5011（10時～17 時） 
７ Ｈ    Ｐ   http://www.chikahaku.jp/ 
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東京メトロ（本社：東京都台東区 社長：奥 義光）では、（公財）メトロ文化財団（会長：梅﨑 

壽）が運営する地下鉄博物館において開催される特別展「日比谷線車両の技術変遷展～3000形車

両から現在まで～」に協力いたします。 

 この特別展では、日比谷線車両にスポットをあて、営団地下鉄（現在の東京メトロ）日比谷線

の車両として初めて造られた 3000形から現在の 03系までの車両技術の変遷を、年表や写真パネ

ル等で紹介します。 

  

1961年3月、日比谷線最初の開業区間である南千住～仲御徒町間の開通とともに、営団地下鉄と

して初めての狭軌1067ｍｍ、1500Ｖの架空電車線方式（一般的にはパンタグラフ）の3000系とし

て最初に造られた3000形車両が走り出しました。3000系車両は、相互直通運転に使用する車両と

して地上線と地下線の異なった運転条件を満足させるため、丸ノ内線300形車両の高性能部分をさ

らに発展させ、車両の機能、性能の向上のために、運転保安装置に日本初のＡＴＣ（自動列車制

御装置）を搭載するなど、新技術が導入されました。その後、1988年7月からは新型車両03系が登

場し、現在に至っております。 

 

日比谷線車両の移り変わりをぜひご覧ください。皆様のご来場をお待ちしています。 

  

詳細は以下のとおりです。 

記 

特別展展示内容 

１．企画名  

「日比谷線車両の技術変遷展～3000形車両から現在まで～」 

２．期間   

2015年 6月 16日（火）～ 8月 2日（日）   

３．場所   

地下鉄博物館 企画展示コーナー 

 

 

 

  

 

 

以 上 

 

「日比谷線車両の技術変遷展～3000形車両から現在まで～」を開催！ 

開催期間：2015年 6月 16日（火）～8月 2日（日） 

 

地下鉄博物館特別展 


